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第1章　はじめに

平成19年5月、神戸で開催された”The2nd oxford－KobeIntemational

MaritimeSeminar”において、欧州連合の海洋政策に対する調査・研究を主

たる業務とするADS－Insight社l）（ベルギー国ブラッセル）パートナーMr．

KetilDJONNEは、“AnIntroductiontotheEuropeanCommission’sProposalfor

aThirdMaritimeSafttyPackage”と題する講演を行った2）。この講演の主た

る内容は、2005年11月23日、欧州委員会が1999年のタンカーERm

号及び2002年のタンカーPRESTIGE号事故を踏まえ、欧州連合における

海上安全及び海洋環境保護の推進を目的とする、欧州連合内の既存法令

の見直し、または、新規立法について欧州議会及び閣僚理事会に対する

提案（海上安全パッケージ提案Ⅲ）について、審議の状況について発表を行

うものであった。この発表の中で、海上安全パッケージⅢ提案に係る説

明の前提として欧州連合とIMO（国際海事機関、在ロンドン）の関係につい

て概要、次の説明を行った。「欧州連合と国際機関、とりわけ、海上安全

及び海洋環境保護政策の分野で国際基準を策定する場であるIMOとの関

係については、『もしIMOが必要とされる国際基準を策定せず、または、

欧州連合の提案を受け入れない場合には、欧州連合は地域規制として独

自の基準を策定し、これを実行する方針である』」3）。また、この方針の

根拠として、欧州連合の閣僚理事会決議「海上安全に関する共通政策」

（CouncilResolutionof8June19930naCOmmOnPOlicyonsaftseas）4）を掲げ

た。

神戸セミナーの後、筆者は閣僚理事会決議「海上安全に関する共通政

策」を入手し、その内容を確認した。しかしながら、この閣僚理事会決
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議は基本的にIMOの役割を強調するものであり、「欧州連合は、IMOと

協調する」旨の記述がなされ、神戸セミナーにおいてMr．DJONNEが発

表した「欧州連合による地域規制云々」の内容は確認できず、むしろ彼

の説明と決議の記述は相矛盾する内容であると認めた。そこで、Mr．

DJONNEに対し、欧州連合とIMOの関係について、セミナーでの口頭説

明の趣旨と根拠文書として提示した閣僚理事会決議の内容が一致しない

ことについて質したところ、次のような回答を得た。「貴殿（注：筆者の意）

の読み方は正しい。閣僚理事会決議はIMOの活動と対立するものではな

く、逆に協力関係を強調するものである。しかし、この決議はタンカー

BRAER号事故5）の後に採択されたものである。当時、欧州ではメディア

を通じ、海上安全及び海洋環境保護の分野において欧州連合での地域規

制を求める声が高まり、多くの欧州連合加盟国がIMOの役割について疑

問を呈したのである。欧州連合の政策を理解するには、決議の表面上の

記述ではなく、その行間にある意味を読みとることが必要（Read between

thelines．）」旨の示唆を受けた。

欧州連合は、2004年4月までは加盟国15カ国、同年5日からは新たに

10カ国が加盟、本年（2007年）1月にはさらに2カ国が加盟し、現在27カ

国で構成する6）。これらの国々がIMOによる国際基準によることなく、

欧州連合独自の地域規制を導入する場合には、国際基準と地域規制の差

により、その影響は海運の国際的性格ゆえに欧州域に留まらず、他国、

他地域等の地球的規模に波及することとなる。また、欧州連合の機関で

ある欧州委員会は、欧州連合を代表しIMOでの正式メンバーシップの獲

得を目指している。これは、IMOに加盟する欧州連合加盟国の方針を集

約するとともに、国際舞台における発言権の増大にもつながるものであ

る。このため、欧州連合の海上安全及び海洋環境保護政策についてその

対外的政策、とりわけlMOとの関係について調査・研究を行うことは既

存の、あるいは、今後策定される国際基準のあり方に対する欧州連合の

方針を確認するうえで意義あるものと考える。本稿においては、Mr．

DJONNEの示唆にある”Read between thelines．”を思考の基本的視点に据

え、これまでのいくつかの事象を契機とした欧州連合の海上安全及び海
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（－）
一欧州連合における対外的政策－

洋環境保護政策分野の政策動向について、その対外的政策の考察を試み

ることとする。

本稿の構成は次の通りである。まず、次章（第2章）において欧州連合の

海上安全及び海洋環境保護政策に関する文書等に現れる文言からその対

外的姿勢について確認する。第3章及び第4章においては、タンカー事

故を契機とした欧州連合とIMOとの関係について記述する。事故事例と

しては、1999年12月にフランス国ブリュターニュ沖で発生したタンカー

ERJKA号事故と2002年11月スペイン国ガルシア沖で発生したタンカー

PRESTIGE号事故を取り上げる。第3章ではERIKA号事故の後、欧州連

合の海上安全及び海洋環境保護政策として策定したERIKA号事故対策パ

ッケージ提案Ⅰの1つであるシングルハルタンカー早期フェーズアウト

規則提案とIMO　における同タンカーのフェーズト前倒しに係る

MARPOL73／78条約改正の関係について記述する。また、第4章ではタン

カーPRESTIGE号事故を踏まえたシングルハルタンカーフェーズアウト

の更なる前倒しに関する欧州連合規則とMARPOL73／78条約改正の関係

を見る。これらの記述を踏まえ、第5章において所要の考察を行うもの

とする。

なお、関係資料の引用に当たり、表現の正確性を期する観点から、筆

者訳文に可能な限りその原文を付すこととした。また、本稿中の下線部

は特に対外的政策を示すものとして筆者が施すものである。

第2章　欧州連合文書にみる対外的政策

欧州連合の海上安全及び海洋環境保護政策分野における対外的政策の

基本的方針については、欧州連合の機関が作成したいくつかの文書に現

れている。以下、海上安全に関する共通政策、欧州海洋基本政策につい

てGreenPaper及びBluePaper、欧州委員会海上運輸政策広報資料、欧州

議会海上安全問題特別委員会報告からその対外的政策に関連する表現を

見ることとする。

（1）海上安全に関する共通政策

前章で紹介した欧州連合の閣僚理事会決議「海上安全に関する共通
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政策」（CouncilResolutionof8June19930naCOmmOnPOlicyonsaftseas）

である。筆者の解釈及びこれに対するMr．DJONNEのコメントにある

ように基本的には、欧州連合とIMOの協力に協調する内容が見受けら

れる。以下、これら両者の協力関係に関する規定を記述する。

「理事会決議『海上安全に関する共通政策』（1993．6．8）」

（CouncilResolution of8June19930n a COmmOnPOlicy on saft

seas7））

「欧州共同体理事会は、海上安全及び汚染防止について、船

舶、職員及び海事施設に関する基準の策定を通じたIMO、ま

た適当な場合にはmO（国際労働機関）の役割を協調する。共同

体及びその加盟国に対し、IMO及びMOU（Memorandum of

Understanding）による現行の業務について、より一層の協調と

確たる行動を支持し、促進することを‾要求する。」（THE

COUNCIL OF THE EUROPEAN COMMUNITIES stressing the

role oftheIntemationalMaritimeOrganization（lMO）and，Where

appropriate，OftheInternational Labour Organization（TLO）j迦

叩如itime坤
eStablishment of standardsfor vessels，PerSOnnel and marltlme

in叫ainupontheCommunityanditsMember

Statestosupp（Jrtandpromotefurtherandmorecoordinatedandnrm

actionintheonEOingworkatIMOandMOU：）

（2）欧州海洋基本政策

欧州連合における海洋政策を表す文書として、“Towards afuture

MaritimePolicyfbrtheunion：AEuropeanvisionfortheoceansandseas”

8）がある。これは欧州連合においては通称「グリーンペーパー」とし

ての形式を有するものであり、その性格は、欧州委員会が提案する

政策文書の一種であり、短期的な行動を提案するものではなく、政

策分野にかかる問題提起を行うものであって、L‘Towards afuture

MaritimePolicyfbrtheunion：AEuropeanvisionfortheoceansandseasM
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
一欧州連合における対外的政策一

は2006年6月7日に公表し、同日から2007年6月30日までの間、

コンサルテーション期間を設定し、広く意見を募集してきたもので

ある。

約1年間のコンサルテーション中の一般及び関係団体からの意見

聴取を経て、欧州委員会は、2007年10月10日、“AnIntegratedMaritime

PolicyfortheEuropeanUnion”を公表した9）。これは文書形式上、通称、

「ブルーペーパー」とも呼び、欧州連合における将来の海洋政策の

基本を規定する文書である。以下、グリーンペーパー及びブルーペ

ーパー上に表された海上安全及び海洋環境保護分野に関する対外的

政策について関連部分を抜粋し記述する。

①　グリーンペーパー

グリーンペーパー中、項目5．3において「地球的活動に対する国際

ルール」として次の記述がある。

「5．3．地球的活動に対する国際ルール」（IntemationalRulesfor

GlobalActivities）

「多くの海洋政策については、時に境界を越える活動について

は、国際ルールとして規則化がなされる必要がある。そこで、海

洋政策分野において欧州連合が新たに提案を行う場合には、国際

社会との間で提案を共有する必要がある。欧州連合が新たな国際

ルールの必要性を認めた場合、提案について労を惜しまないであ

ろう。欧州委員会及び加盟国はすでに、海洋問題を審議する国連

の12の下部機関やその他の国際フォーラムにおいて同意された方

策の実施について、全地球的または欧州連合内において重要な役

割を果たしてきている。これらの国際フォーラムにおける地位は、

この役割を反映したものであるべきである。しかしながら現時点

においては、常にそのようなっているわけではない。海洋問題を

扱う国際機関における欧州連合の役割と地位は、審議される問題

が排他的に共同体の権限下のものであることを考慮し、見直しを

行わなければならない。IMOにおける共同体のメンバーシップに

ついては、欧州委員会は2002年の勧告でその見解を明らかにして
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いる10）。」（Much・Ofmaritime policy，Particularly whereit concemS

trans－boundaryactivitiesisbestregulatedonthebasisofintemational

rules・SoiftheEUdevelopsnewideasinmaritimepolicy，ltWillwantto

sharethesewiththeintemationalcommunlty．WhereltSeeStheneedfor

newlntematlOnalruleslt Willcontribute to theirlntrOduct10n・The EC

anditsMembetStatesarealreadymakinglmPOrtantCOntributionstothe

implementation，bothgloballyandwithintheEU，Ofmeasuresagreed

withinthe12sub－OrganisationsoftheUNandotherintemationalfora

dealingwithoceanandseaafhirs・ThestatusoftheECinthesefbra

shouldreflectthisrole，Whichatpresentisnotalwaysthecase・Therole

andstatusoftheEUinlntematlOnalorganlSatlOnSdealingwithmarltlme

affairsneedtoberevleWed，takingintoaccountthefactthatinseveral

casestheissuesunderconsiderat10nfallwithintheexclusIVeCOmPetenCe

ofthe

tobeaddressedonthebasisoftherelevantCommissionrecommendatiorl

Of2002．）

②　ブルーペーパー

（丑のグリーンペーパーに対する約1年間のコンサルテーションを

経て作成・公表されたブルーペーパー上における関連記述は次の通

りである。

1）ブルーペーパー中、項目4．4において、「国際的海洋問題対処に

係る欧州リーダーシップの促進」として次の記述がある。

「4．4．国際的海洋問題対処に係る欧州リーダーシップの促

進」（PromotingEurope－sLeadershipinInternationalMaritimeAffairs）

「欧州連合は、加盟国に対し関係条約の批准を促進すること

により、海事問題に対する国際的管理及び国際海事法の執行に

より効果的に対応する。また、主要な国際フォーラムにおいて

欧州の利益の調整を促進する。」（TheEUwi11worktowardsmore

efhcientinternationalgovemanCe Ofmaritime affairs and effbctive

enforcementofintemationalmaritimelaw，urglngMemberstatest0
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
¶欧州連合における対外的政策－

ratifythe relevantinstrumentSA吐will promote coordination of

Europeaninterestsinkeyinternationalfbr鱒，＿）

2）1）のブルーペーパーの関連文書として、「行動計画」（ActionPlan）

が合わせて策定された11）。関連部分は以下の通りである。

「7．国際的海洋問題対処に係る欧州リーダーシップの促進」

げROMOTING EUROPE’S LEADERSHIPININTERNATIONAL

MARITIMEAFFAIRS）

「海上活動及び科学研究分野において欧州が先導的立場を担

うことにより、欧州は国際海洋問題での影響力を最大化する義

務を負っている。欧州連合の対外政策、展開、協力活動を海洋

基本政策の核に据え、欧州連合はリーダーシップを果たすこと

になろ㌔」（Europe瑚
SCientinc

lnternat10nalmantlmeaffairs・BringlngtheEUextemalpolicyandits

development

lntegratedmarltlmepOlicywillallowtheEUtoplaythisleadership

王旦垣ニ）

「7．1国際フォーラム及びパートナーとの関係における欧州

連合の役割」（TheEU－Spronleinintemationalfbraandrelationswith

PartnerS）

「背景：グリーンペーパーではIMOにおける欧州連合の役割に

ついて問題を提起した。これは権能及び海洋問題に関する国際

的行動に係る展開、実施、執行についての効果的かつ一貫した

国際協力の必要性に関するものである。欧州連合は海洋問題に

対する国際基準の展開及び策定において先導的役割を果たして

軋欧州連合自体及び加盟国が国際ルールを早期に批准し、

実行することが一層重要である。」（Background‥TheGreenPq）er

On Maritime Policy raises theissue of the role of the EUin

intemationalmaritimeorganisations．Thisissueisofconcernbothin

terms of competences，andin termsthe needfor efftctive，and
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COherent，intemational cooperation on the development，

implementation，andenforcementofintemationalactiononmaritime

issues．TheEuropeanUnionplaysaleadingroleindeveloplngand

SettlnglntematlOnalstandardsformarltlmeaCt10n・Itisallthemore

importanttOenSurethattheEUitselfanditsMemberStatesratifyand

implementsuchintemationalrulesspeedily．）

「行動：欧州委員会は、2008年に海洋問題に関連する国際機

関（IMOやIWCなど）での欧州連合の状況について評価を実施す

る予定である。この行動は、国際関係における欧州連合の役割

とその地位についてより詳細に反映するための基礎固めをする

ことを目的としている。これは、国際パートナーに関係する欧

州連合の適切な行動を確保することである。一例をあげれぼ、＿

国際機関で合意されたルールの実行である。また、欧州基準の

国際基準への導入を促進することである。現時点では、国際フ

ォーラムにより状況は様々であり、中にはFAOのように欧州委員

会として完全なメンバーシップを有するものもあるが、捕鯨問

題のように欧州連合として何らの調整が図られないもののある。

欧州委員会は、加盟国の海洋問題に関する国際条約の批准につ

いてデーターベースを維持管理する予定である。また、ケース

バイケースではあるが、加盟国に対し、国際条約の批准・実行

を促進することもある。これは、将来、欧州要員会または欧州

連合が国際条約の加盟主体になることを排除するものではない。

欧州委員会は、毎年、国際条約への批准状況について一覧表を

作成し、公表する予定である。」（Action：TheEuropeanCommission

Willproducein2008anassessmentofthesituationoftheEUwithin

alltheintemationalorganisationswithmaritimeo句ectives，fromthe

IMOtotheIWC．Theaimofthisactionistolavthefoundationfora

lntematlOnalcontext，tOenSureaPPrOPrlateEUactlOnlPrelationtoltS

lntematlOnalpartners，fbr example ontheimplementatlOn Ofrules
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（†）
一欧州連合における対外的政策－

agreedinlntemationalbodies，and to promoteEuropean standards

intemationallY・At present，the situation varies　widely between

difRrentfora．lnsomecasestherehassofarnotbeenEUcoordination

（e・g・OnWhaling），Whereasin0therstheECisafullmember（e．g．the

FAO）・TheCommissionwillmaintainadatabaseontheratincationby

MemberStates ofintemationalconventionsinthemaritimeareaand

OnaCaSe－by－CaSebasisencourageMemberStatestoimplementand

ratifyintemationalconventionsasappropriate．ThismustnotDreClude

theEC（ortheEU）becomingpartofsuchintemationalconventionsin

due course・The Commissionintends to publish a scoreboard of

rati頁cationsonanannualbasis．

「協調行動の利点：海洋問題は欧州水域に留まるものではな

く、国際的な行動を必要とする。海上輸送は国際的性格を有し、

これらの活動は国際ルールの実行による非常に広範にわたる統

治を必要とする。環境問題と商業的活動の関係は、欧州連合水

域でも公海と同様に重要である。このため、欧州の海洋問題に

対する協調した行動は、国際機関及びパートナーとの関係を反

映し、同時に、欧州連合の行動の一貫性が確保されなければな＿

ちない。」（Benents of anintegrated approach／relevancefor an

integratedmaritimepolicy‥Maritimeissuesdonotstopatthelimitof

European waters．They needintemational action．Theintemational

natureofshippingandgovemanCeOfglobalcommonsdemandsthat

theiractivitiesbegovemedtoaverylargeextentbyintemationalrules，

Whichalsoneedtobeimplemented・Thelinkagethatexistsbetween

environmentalconcernsandeconomicactivitiesisasimportantinthe

highseasasinEUwaters．Tobeconsistent，therefore，theintegrated

approachtoEuropeanmaritimeaffairsmustalsobereflectedin＿＿Otlr

QOntaCtSWithinternatlOnalbodiesandpartners，andcoherenceofEU

actionmustbeensuredasmuchhereasathome．）

（3）欧州委員会海上運輸政策広報資料
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欧州委員会及びエネルギー・運輸総局（Directorate－GeneralforEnergy

and TranSPOrt）は、その広報資料として“MARmME TfuNSPORT

POLICY”（2006）を発行している。本資料中においても、海上安全及び海

洋環境保護分野に係る対外政策に関連する記述がなされている。関連

部分は以下の通りである。

①　広報資料巻頭言

欧州委員会副委員長兼運輸・エネルギー問題担当委員Mr．Jaques

Ba汀Otによる巻頭言記述である。

「巻頭言」（PREFACE12））

「欧州連合における約90％の物品輸送は海上において行われて

いる。欧州連合は海上安全、また、環境保護に資する良質の海上

輸送を確保するために種々の法令を採択し、欧州市民に貢献して

いる。塾生旦及びILOにおける昨今の展開において、欧州連合¢国

際レベルでの役割を確認した。」（Some90％ofthegoodstrafncto

andfromtheEuropeanUnionistransportedbysea．TheEuroDeanUnion

has

quality軸坤Stheenvironmentandguaranteesanoptimal

levelofprotectionforEuropeanCitizens・Finally，reCentdevelopments

Within theIntematlOnal Maritime OrganlSatlOn and theIntematlOnal

LabourOrganlSat10nhavecon坑rmedtheimportantroleoftheEuropean

Unionatintemationallevel．）

②　海上安全に係る欧州連合全域にわたる高度の基準

「海上安全」の章を設け、「欧州連合全域にわたる高度の基準」

において、必要な場合には欧州連合において厳格な基準を策定し、

これを国際レベルに高める旨の記述がなされている。

「海上安全：欧州連合全域にわたる高度の基準」（MARrnME

SAFETY：HIGHSTANDARDSACROSSTHEEU13り

「近年、欧州連合及びその加盟国は海上安全に係る法令の改善

及び質の高い基準の促進に重要な役割を果たしている。これは、

サブスタンダード船舶を排除し、乗組員及び乗客の保護を促進し、
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
－欧州連合における対外的政策－

環境汚染のリスクを軽減し、良質の運航者が船舶の安全性を軽視

する運航者により不利益を被らないようにすることを目的とする

ものである。海上運輸分野、とりわけ、海上安全及び環境保護是

係る分野での欧州連合の活動は、国際的枠組みrMO関係条約1に重

要な価値を付加している。IMOルールを欧州連合の法的システム

に導入することにより、欧州連合全体にこれを執行することが可

能となる。また可能な場合には、欧州連合は地域的に厳格な要件

を採用し、この要件を国際レベルに高めることにより国際基準の

改善に際し重要な役割を果たしている。」（hrecentyears，theEUand

its Member States have been at theforefront ofimprovlng maritime

safbtvlegislationand promoting high－qualitY Standards．The aimis to

eliminate substandard shipping，increasethe protection ofcrewsand

PaSSengerS，reducetheriskofenvironmentalpollution，andensurethat

OPeratOrS Who　follow good practices are not put at commercial

disadvantagebyotherswhoarepreparedtotakeshortcutswithvessel

Safbty．EU actionin the field ofmaritime transport，andin particular

maritimesafttYandprotectionoftheenvironment，generateSSiRni坑cant

added value to theintemationalframework（IMO conventions）．The

tranSPOSlt10n OfIMOrulesinto the EUlegal system ensurestheir

enforcement across the entire European Union．In addition，由

ftasible，the EU DlaYS animportant roleinimprovingintemational

Standards

PrOmOtingtheiradoptionatintemationallevel）

（4）欧州議会海上安全問題特別委員会報告

2003年11月、欧州議会は、2002年11月に発生したタンカー

PRESTIGE　号事故を踏まえ、議会内に海上安全問題特別委員会

（MARE：TheEuropeanParliament’stemporary committee onimproving

safbtyatsea）を設置し、海上安全及び海洋環境保護分野に関する審議

を実施、翌2004年4月に報告書を採択した。報告書の対外的政策に

関連する内容は以下の通りである。なお、MAREの審議結果及び同
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報告書には欧州委員会等に対する法的拘束力は有しないものの、欧

州委員会等はこの内容を尊重し、欧州法令としての提案の基礎とす

ることが予想されるものである14）。

「世界レベルでの海上安全問題の改善」（Improving maritime

safttyworldwide15））

「31．欧州議会は、欧州連合加盟国がIMOの場において献身的

な貢献を継続するよう求めるIMO事務局長による要請を支持する。

また、2004年1月にMARE会合に合わせて開催された欧州委員会

運輸担当コミッショナー（筆者注‥当時Mrs・LoyoladePalacio）と

IMO事務局長の会談結果（両機関の緊密な協力関係）を歓迎する。」

（TheEuropeanParliamentSuPPOrtSthecallbytheSecretary－Generalof

theIMOfortheEUMemberStatestocontinueplaylngafullpartinthe

workoftheIMOandwelcomestheoutcomeofthediscusslOnSbetween

the CommlSS10ner reSpOnSible fbr tranSPOrt and the＿IMQ

幽2004
concemingclosercooperationbetweentheirorganisations；）

「32．欧州議会は、MOにおける欧州連合としてのメンバーシッ

Zの適用について閣僚理事会に再度、要求する。」（The European

ParliamentreiteratesitsrequesttotheCounciltoapplyformembership

しけ廿疋‖uUn∬tlleU血I

「34．欧州議会は、！MPの枠組み以外で国々が一方的及び地域的

な行動を執ること対するIMO事務局長の懸念を理解する。しかしな

がら、一例として欧州連合による欧州領水からの便宜置籍船の排

除、禁止の措置は、安全確保の面からは時には必要なものである

だろう。また、欧州連合が執る対策は、シングルハルタンカーフ

ェーズアウト計画前倒しのようにIMOの中では触媒としての機能

も果たしている。」（TheEuropeanParliamentunderstandstheconcem

91＿！垣Secretary－GeneraloftheIMOregardir将unilateralandreglOnal

qCtlOn by countrleS OutSide theframework of the fMO，COnSiders，

匝軍Yer，thatEUact10nmaySOmetlmeSbenecessaryintheinterestsof
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（－）
一一欧州連合における対外的政策－

血considers，mOreOVer，that EU measures can act as a catalyst

Within theIMO，aSin the case of the accelerated phasing－Out Of

Single－hulledtankers；）

（5）欧州連合文書における対外的姿勢に係る検討

以上、（1）海上安全に関する共通政策、（2）欧州海洋基本政策について

グリーンペーパー及びブルーペーパー、（3）欧州委員会海上運輸政策広

報資料、（4）欧州議会海上安全問題特別委員会報告の中から欧州連合の

対外的政策に関連する表現について抽出した。これらは公式的性格を

有するがゆえに、原則的にはIMO等国際機関との協調関係を記述・表

現するものとして解釈できる。しかしながら一方で「IMOが適切な行

動を取らない場合には、欧州連合は独自の地域政策を策定し、実行す

る可能性もある」旨の趣旨を含む表現もある。欧州独自の地域政策導

入の動きについては、1999年12月にフランス国ブリュタ一二ュ沖で発

生したタンカーERIKA号事故、また、2002年11月スペイン国ガルシ

ア沖で発生したタンカーPRESTIGE号事故後の欧州連合の法令策定、

また、IMOにおける欧州委員会等の動きにおいて認められるものであ

り、次章以下でその具体的な動向について関連資料を引用し、記述す

る。

第3章　ERⅨA号事故後の対外的政策

タンカーERIKA号事故はフランス沿岸に多大なる環境被害をもたらし

たことから、欧州委員会は本事故を踏まえ、ERIKA号事故対策パッケー

ジ提案Ⅰ及びⅢを策定し、既存法令の改正及び新規法令の策定を目指し

た。この提案の中には、当時のシングルハルタンカーの欧州域からの早

期フェーズアウト（排除）など、国際基準たるIMO関係条約の規定内容を

越える規制内容も含まれ、MOは欧州連合による地域規制の導入に対し

警戒を発した。結果的には、欧州連合加盟国の基本的合意を含むMO関

係条約改正に達し、国際基準としてのシングルハルタンカーの早期フェ

ーズアウトスケジュールの採択に至ったものの、その審議の途上におい

ては、欧州連合のIMO及びその国際基準に対する強力な態度も認められ
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る。本章においては、タンカーERIKA号事故後の欧州連合内の海上安全

及び海洋環境保護に係る法令提案及びその審議状況、また、国際的側面

でのIMOにおける条約審議過程での欧州連合加盟国の動向について記述

する。

（1）タンカーERIKA号事故の概要

タンカーERIXA号（37，282DWT、事故当時船齢25年、マルタ船籍、

シングルハル構造）は、1999年12月8日フランスのダンケルク港にて重

油約31、000トンを積載してイタリアのリポルノ港に向け出港した。2

日後の12月10日、14‥00頃、英仏海峡を抜けてビスケー湾にさしかか

ったが、この頃から海象状況が悪化し常に甲板に音波が打ち上げる様

になった。翌日11日、14：18には荒天を避けるため、180度反転したが、

この時甲板上に亀裂が発見された。その後、避難のため、フランスの

サンナザール港に向けるが、その頃には風力8～9、波高は6～7mとな

っていた。そして12月12日06‥04、遂に、ブリュタ一二ユ沖で船体は2

つに折損した。乗組員は本船上に残った船長以下5名と救命ボートで先

に脱出した21名全員がヘリコプターにより救出された。

2つに折損した船体のうち、前部は12日深夜から13日未明にかけて沈

没、また、外洋タグボートにより曳航中であった船体後部は13日の

17：15に沈没した。

この事故で約14，000トンの重油が流出したと推定される。この重油

は観光地として、また、カキやムール貝の養殖、そして海鳥の越冬地

としても有名なブリュタ一二ユの400kmに及ぶ海岸に大規模な汚染

をもたらした16）。

（2）欧州連合の対応

タンカーERIKA号事故を踏まえ、欧州連合においては、執行・行政

機関としての性格を有する欧州委員会がERIKA号事故対策パッケージ

第Ⅰ提案を策定した。このパッケージは法令改正または新規立法提案

の3案で構成され、このうちの1つが欧州連合内でのダブルハルタン

カーの早期導入に関する規則案であった。この規則案の提案及びその

審議過程での欧州委員会、欧州議会及び閣僚理事会の見解において欧
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
－欧州連合における対外的政策－

州連合のMOとの対外的政策を認めることが可能である。

①　ERJKA号事故対策パッケージ第Ⅰ提案

l）ERIKA号事故翌年の年明け早々の2000年1月6日、欧州委員会

運輸・エネルギー総局（DG－TREN）は、船舶検査の強化、海上安全

に関わる既存の欧州連合指令の強化等を含む総合的な安全対策を

打ち出すと言明し、2月10　日には後にアメリカの油濁防止法

OPA－90とEUROPEを重ね合わせてEur0－OPA（あるいはERIKA

PACKAGE）（筆者注：まとめてERIKA事故対策パッケージ提案Ⅰ

という。その後、2000年6月から12月にかけて策定された3提案

をとりまとめて「パッケージ提案Ⅲ」と呼称するため、これと区

別するために用いられる呼称）と呼ばれることになる提案を公表し

た。これは、ポートステートコントロールに関する指令（95／21侶C）、

船舶検査機関に関する指令（94／57佗C）の改正案及び欧州連合内で

のダブルハルタンカーの早期導入に関する規則案であり17）、2000

年3月21日、欧州委員会は、COMMUNICATION（2000）142丘nalと

して欧州議会及び閣僚理事会に対し提案した18）。以後、本提案につ

いては、共同決定手続（Co－decisionprdcess）19）に従って欧州議会及び

閣僚理事会において審議されることとなった。この提案の冒頭、

国際機関との関係について次のように記述し、IMOによる国際的

協調行動が不十分であるとして、欧州連合独自の対策の必要性を

唱えている。

「はじめに」（rNTRODUCTION20））

「ERiKA号沈没事故の反動が示しているように、市民の意見は

これらの事故をもはや許容する状況にはない。共同体レベルでり

厳格な行動を求める声が高まっている。海上安全に係るIMOの枠

組みに基づく通常の国際行動では、このような災害に効果的に対

応するには不十分である。IMOは重大なハンディキャップを負？＿

ている。それは、関係規則を世界的に適用することを確認する適

当な方策が不十分であることである。＿＿＿このため、MO関係規則は

同様の条件で適用されているということはできない。過去数十年
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間にわたる海上輸送の進展、特に便宜置籍船（この中には国際条約

に基づく義務を履行しないものもある）の出現により、この現象は

より顕著である。1990年代の中頃、また、特定多数決を適用以降、

理事会が海上安全に関する共通政策を採択した。この共通政策と

旦も＿＿IMO基準が不十分と革められる場合に特別の共同体規定q墜

界を含むものである。＿欧州委員会は、迅速に対応することが可能

な方策について提案し（筆者注‥ERIKA号事故対策パッケージ第Ⅰ

提案）、また、長期間を要するより複雑な対応策については本年

（2000年）末の提案（筆者注：ERIKA号事故対策パッケージ第Ⅲ提

案）に向け対応策を検討する予定である。欧州委員会は、米国にお

いて適用される法令と同様のスケジュール汗ン数に応じ、2005年、

2010年及び加15年に区分）により、シングルハルタンカーの禁止

墜星を図ることを提案する摩者注：米国適用法令とは、ORA90を

壬旨す。これは米国における地域規制である主」（As the scaleが

reactiontothesinkingoftheErikashows、PublicoplnlOnisnolonRer

preparedtotoleratesuchaccidents・Therehavebeencallsforngorou＄

action廟
theCouncilofMinisters・Ithasbecomeclearthatthenormalframework

br帥t垣
TntemationalMaritimeOrganisation（IMO）fallsshortofwhatisneeded

totacklethecausesofsuchdisastersefftctively・TheIMOsufftrsfroma

m亘iorhandicap：thelackofpropermeanstoveriBrhowitsregulation＄

areapplied仇ro岬houttheworkLAsaresult，IMOregulationsarenot

appliedeverywherewiththe samengOur・The evolutionofmaritime

tranSPOrtOVerthelastftwdecadesandinparticulartheemergenceof

一一nagsofconvenience”，SOlneOfwhichfailtoliveuptotheirobligations

under theintemational conventions，is tending to aggravate this

phenomenon・Itwasnotuntilthemiddleofthe1990sandtheadventof

qualはed m毎ority votingthat the Counciladopted the first building

blocksofacommonmaritimesafttypolicyincluding：
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
一欧州連合における対外的政策一

・適建血＿l上日工些inc C州Ⅲ－uIlit＼世蓮如＿適些JM旦＿旦旦嘘旦［坐

arelackingorinadequate．

TheCommissiontherefbreproposesanumberofmeasuresthatcouldbe

takenimmediately，andlonger－term，mOreCOmPlexmeasureswhichwill

bethesubjectofasecondseriesofproposalstowardstheendofthe

year・

accordinEtOatimetablesimilartothatappliedbYtheUSA（2005，2010

and2015，dependingontonnage）．1

2）なお、ここでいうOPA90は、1989年3月にアラスカ沖で発生し

たタンカーExxonlねIdez号の座礁事故21）を契機にアメリカが国際

基準によることなく、同国独自に策定した法律である。5，000G汀

以上のものに対しダブルハル構造化が義務付け、新造船（1990年7

月1日以降に契約かつ1994年1月2日以降に引き渡されるもの）

は発効後直ちに適用されることとなった。また、現存船について

は、1995年から総トン数及び船齢に応じてダブルハル構造化が義

務付けられることになり、5，000G汀以上の全船舶について、シン

グルハルのものは2010年から、また、部分的にダブルハル（ダブル

ボトムまたはダブルサイドハル）のものについては、5年遅れの

2015年から完全にダブルハルを求めることとなっている。

3）欧州委員会がERJKA号事故対策パッケージ第Ⅰ提案によりダブ

ルハルタンカー早期導入規則案を提案した時期での国際基準は、

基本的には、1992年3月のIMO第32回海洋環境保護委員会

（MEPC32）においてMARPOL73／78条約付属書I（油による汚染の防

止のための規則）に導入された13F規則（新造油タンカー関係）及び

13G規則（現存油タンカー関係）によるダブルハルタンカー導入基

準である。これは、タンカーExxonValdez号の座礁事故の直後に開

催されたアルシェサミットで環境問題が討議され、IMOに対し油

濁防止に関する行動計画を提示するよう要請を受けたことを契機

し、その後、IMOの海洋環境保護委員会を中心に審議を行い、

MARPOL73／78条約改正によりタンカー構造規制を国際基準化し
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たものである。このMARPOlノ条約付属書13F及び13G規則に対し

アメリカは自国で策定したOPA90を独自に適用することにしてお

り、この点について当時、日本船主協会関係者は「気掛かりなこ

とは、本問題に対する米国政府の反応である。既に制定されたOil

PollutionAct90法を今回の国際合意に沿って改正し、一国独自の規

制を排するように英断を望みたい」と述べ22）、アメリカのダブルハ

ルタンカー導入政策が国際基準に対し一方的な地域規制の性格を

有していることを表している23）。

4）ERIKA号事故を踏まえ、欧州委員会が欧州連合におけるダブル

ハルタンカー導入について第Ⅰパッケージで新規則策定のために

提案したのは、1992年にIMOで策定されたMARPOL条約73／18

付属書113F及び13G規則の国際基準を超えてアメリカで導入さ

れた地域規制的性格を有するOPA90に倣うものであった。これは、

OPA90と当時のMARPOL条約73／18付属書113F及び13G規則の

シングルハルタンカーフェーズアウトスケジュールの相違から、

OPA90の適用によりアメリカ水域から排除されたシングルハルタ

ンカーが欧州水域を含む他国水域に締め出され、航行することに

対する危倶を原因とするものである。この点について、欧州委員

会の提案文書では次のように記述している24）。

「アメリカと国際的システム（筆者注：OPA90　と　MARPOL

73／78条約の意）の相違のために、アメリカ水域の航行を禁止され

たシングルハルタンカーは2005年以降、世界の他の水域を航行

することになる。この水域には欧州水域を含むこととなり、こ

のため、これら水域における汚染のリスクが増大することにつ

ながるであろう。このため、欧州委員会は、共同体レベルにお

いて、シングルハルタンカーをダブルハルまたは同等の安全基

準に従うタンカーに代え、迅速に導入を図ることを提案する。

新たなシステムはアメリカ水域から締め出される油タンカーが

欧州水域での貿易活動に移ることを防止する観点から、アメリ

カのOPA90で規定する船齢期限等と同等の内容としなければな
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（－）
－欧州連合における対外的政策－

らない。」（becauseofthedifferencesbetweentheAmericanandthe

internationalsvstem，SinglehulltankersbannedffomAmericanwaters

because

regions

increased

PrOPOSeSSpeedingupintheCommunltythereplacementofsinglehull

tankersbyoiltankerscomplyingwithdoublehullorequlValentsaftty

Standards．ThissystemmustbealignedtotheagelimltSandend－dates

PrOVidedforinOPA90，inordertopreventoiltankersbannedfrom

USwaters丘omshiftingtheirtradestoEurope・Theproposalwillalso

reversetheagelngtrendinthetankerneet：neW，doublehulltonnage

willreplacethe oldsingle hullships，thusensurlngbetterprotect10n

OVerallagainsttheriskofaccidentalpollution・）

②　欧州議会第一読会審議

欧州委員会の提案を受け、欧州議会は共同決定手続に従い、2000

年11月30日、第一読会を行った25）。シングルハルタンカーのフェー

ズアウトスケジュールについては、欧州連合の審議と並行して開催

されているIMOでの審議（第一読会直前のものとしては、第45回海

洋環境保護委員会。2000年10月2日から10日開催）の審議結果を反

映した内容に合わせ修正し、国際基準との調和を図る意図が認めら

れる。

また、第一読会では、欧州委員会が策定した提案説明（Recital）に次

の内容を追加した。「第一義的には、国際基準を策定する場である

IMOの条約審議を反映し、国際基準たるMARPOL73／78条約による

シングルハルタンカーフェーズアウト計画に従う」、「IMOにおいて

一定期限までに改正条約を策定しない、または、実質的に欧州連合

の基準に達しない場合に、欧州連合としての地域規制をとる」こと

を議会の意見として提出している。

「修正案：新規提案説明25a」（Anendment12Recital（25a）（new））

「本規則は、現在MARPOL73／78条約の改正作業を行っている
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IMOにおける審議状況を反映するものとする。改正MARPOL73／78

条約は世界レベルでのタンカーの安全性を導入するものとすべき

である。改正MARPOL73／78条約がIMOの計画期限である2001年4

月までに採択されないことが明らかである場合、または、実質的

な観点から本規則と異なる場合には、欧州連合はその水域内にお

いて、ダブルハルタンカー、または、シングルハルタンカーに係

一方的な対応をとるべきでる同等設計基準の早期導入のために、

ある。この場合には、当初の欧州委員会の提案を適切な文書とす

べきである（筆者注：「当初の欧州委員会の提案」とはOPA90に倣う

シングルハルタンカーフェーズアウトスケジュール等を意味す

る）。」（thisRegulationrenectsthecurrentstateofnegotiationsinthe

IMO aimed at amendingthe MarpoIConvent10n‥anamended MarpoI

CQpY阜ntlOnShouldseektolntrOduce safe tankersworldwide；Shouldit

provethattheamendedMarpoIConvent】OnlSnOtforthcomlngbythe

IMO，sscheduleddeadlineofApri120010rdifEersfromthisRegulatlOn

ln Substantialrespects，the European Union should take a unilateral

decisionto proceedwith the accelerated phasing－ln Ofdouble hullor

equlValentdesignstandardsfbrslnglehulloiltankers】nltSWaterS；inthis

CaSe，the orlglnalCommlSSlOnPrOPOSalshould constltute the relevant

lextj）

③　欧州委員会修正提案

②の欧州議会第一読会結果（2000年11月30日）を踏まえ、欧州委員

会は、2000年12月12日、ダブルハルタンカーの早期導入に関する

規則案に係る修正提案を策定した。シングルハルタンカーのフェー

ズアウトスケジュールについては、IMO第45回海洋環境保護委員会

（2000年10月2日から10日開催）で合意した内容を支持する欧州議会

の第一読会結果を尊重している。修正提案の中で対外的政策に関連

する記述は次の通りである26）。

「欧州議会は、MARPOL73／78条約により現在発効しているスケ

ジュールに関連し、欧州連合加盟国を旗国として運航し、または、
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
－欧州連合における対外的政策一

加盟国の港湾を出入りするシングルハルタンカーのフェーズアウ

トの迅速化を図ろうとする欧州委員会の意図を支持する。欧州議

会はまた、同様の対策を地球レベルで執るべきとの欧州委員会及

び閣僚理事会の見解に賛意を表する。IMOでは海洋環境保護委員会

（Mnl・i11e L．11＼i…1111州【こIl PrいIe山一11C川11111ittビe：h蛙l竺⊥と＿阻股上＿⊥

MARPOL73／78条約付属書I13G規則の改正に係る審議を行った。

条約規則瑚任PC45。2000年
10月2から10日開催）において合意に達した。欧州議会の第一読会結

果は、このMEPC45で合意された改正案を基本とするものであり、

欧州委員会は当初提案との関係において受け入れ可能であると判

断する。このため、欧州委員会は、調和の観点から、シングルハ

ルタンカーのフェーズアウトスケジュールに係る欧州議会の修正

については、先述MARPOL73／78条約付属書I13G規則の規定に沿

ったものであり、これを受け入れる。しかしながら、政治的要素

を含む提案説明を含む修正については、法的文書に適合しないた

め、この点については受け入れることはできない27）。」（TheEuropean

Parliament SuPPOrtS the Commission’sinitiative to ensure　the

accelerationofthephasingoutofsinglehulloiltankersoperatlngunder

theflag ofthe Member States orin traffic to andfr0m EU ports，in

relation tothe timetable currentlyln fbrce through theIntemational

ConventiononthePreventionofPollutionfi・OmShips（Marpo173／78）・

The European Parliament also shares the view of the European

CommiSsionandoftheCouncil，thatsimilarmeasuresshouldbetakenat

globallevel．TheIntemational Maritime Organisation convenedits

Marine Environmental Protection Committee（MEPC）to Drepare an

amendment

e舵ct．ThisdraftamendmentwasagreedbYMEPCinits45thsessionon

2to　60ctober2000・The amendments adopted by the EurPPean

Parliament are based on thc dra免MEPC text，Whichthe CommlSSlOn

finds acceptablein relation toits orkinal proDOSal．The Commission
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therefore，lntheintere＄t9fharmonlSatlOn，aCCePtStheamendmentsby

theEuropeanParliamentconcemlngthephaseoutscheduleforslngle

hull tankers，SlnCe the proposed schedulelSlnline with the

aforementlOned newwording ofRegulation13G ofAmexIofthe

MarpoIconvention・TheCommlSSlOnCanhowevernotaccept：

－the amendmentlnCluding a recitalwith a politicalstatement not

suitableforalegislativetext，WhichhasnoequlValenceintheArticle

OftheDirective．）

④　運輸閣僚理事会結論

2000年12月20日付け、運輸閣僚理事会審議結果に関する広報資

料によれば、MOにおいて審議しているシングルハルタンカーのフ

ェーズアウトスケジュールに関する条約改正案と欧州連合の規則案

の関係について次の通り記述している28）。基本的にはIMOでの条約

審議の動きに協調する姿勢を示しているものの、2001年6月をシン

グルハルタンカー規制措置導入に係る一定の期限とし、第46回海洋

環境保護委員会（2001年4月）で条約が採択されない場合には、欧州連

合独自の地域規制を行うことも一案とする立場を有している。

「ニースで開催された『早期に海上安全に関する規定を採択す

る』旨の欧州理事会の要請に対応し、閣僚理事会及び欧州委員会

はシングルハルタンカーの早期フェーズアウトに係る共同体規定

を2001年6月末までに採択するという方針を再確認する。閣僚理

事会は、2000年10年に採択した次の共通アプローチを確認すると

ともに、IMOで行っている審議を基本路線として対応を継続する。

2001年4月に開催が予定されているMOの第46回海洋環境保護

委員会において合意（2000年10月の運輸閣僚理事会共通アプロー

チ、特にフェーズアウトの最終期限を含む）に達するのであれば、

運輸閣僚理事会では直ちに、その合意について共同体法令として

の導入を図るために文書を採択する。IMOにおいてこのような合

意に至らないのであれば、運輸閣僚理事会は2001年6月までに、

欧州議会の第一読会結果及び修正版欧州委員会提案に基づき、運
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
一欧州連合における対外的政策－

輸閣僚理事会共通アプローチ（2000年用月）を取り込む共通の立場

を採択する。」（I．InresponsetotherequestbytheNiceEuropeanCouncil

toadoptprovisionsonmaritimesafttyassoonaspossible，theCouncil

and　the Commission reafnm their determination that satisfactory

Communityprovisions on the accelerated phasing out ofsingle－hull

tankerswillbeadoptedbytheendofJune2001．TheCouncilconnrms

itscommonapproachadoptedbytheCouncilinOctober2000，reStated

below，and agreesto continueto actonthatbasisinthenegotiations

underwayattheIMO．IftheIMOreachesagreementatitsAprilmeetlng，

including the essentialpolntS Ofthe CounCil’s common approach of

October，in particular the丘nal datesfor phasing out，the Council

undertakes to adopt a textimmediately which will transposethat

agreementinto Communltylaw．IftheIMO does not reach such an

agreement，the Councilunde叫

POSitionincorDOratlngthatapproach，Onthebasisofthenrstreadingby

theEuropeanParliamentandoftheamendedCommissionproposaL一一）

⑤　運輸閣僚理事会共通の立場

2001年8月7日、運輸閣僚理事会は共通の立場を採択した29）。当

初、欧州連合はアメリカのOPA90と同様のシングルハルフェーズア

ウトスケジュール（トン数に応じ、期限を2005年、2010年または2015

年とする）の導入を目指し、これが受け入れられない場合には欧州域

での地域規制の導入の可能性についても示唆していた。これに対し、

IMOの海洋環境保護委員会での改正条約案採択においてはカテゴリ

ー2及び3のタンカーについては2015年のフェーズアウト期限に対

し一定の緩和措置が盛り込まれると同時に、他方においては締約国

は自国の港、沖合施設に入城することをIMOを通じ拒否できる旨の

規定が追加され30）、欧州連合加盟国は入城拒否権限を行使することに

より、海洋環境保護委員会で採択した改正条約を受け入れることと

なった31）。共通の立場は次の通りである。

「I．はじめに」（INTRODUCTION）
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閣僚理事会は、共通の立場の採択に当た＿生」欧州議会第一読

会結果等、また、塾担＿＿p2001年4＿却こ開催した第46回海洋環境

保護要員会におけるMARPOR73／78条約付属書I13G規則改正担

埠果（MEPC Resolution95（46）及び94r4輔について考慮した。（In

adoptlngits position the Council took account of the European

Parliament，S頁rstreadingandoftheoplnionoftheEconomicandSocial

Committee，the opln10n Ofthe Committee ofthe Regionsand the

Commission，samendedproposal・Italsotookaccountoftheoutcomeof

negotiationsintheMarineEnvironmentProtectionCommittee（MEPC）

oftheIntemational Maritime OrganlSat10n Onthe same subject，＿！墾

particularthe adoptlOn by that organlSatlOn Of theamendments tQ

Regulation13GofAmexItotheMarpoIConventio由

「Il．共通の立場の分析」（ANALYSIS OF THE COMMON

POSITION）

「運輸閣僚理事会は、アメリカで採択されたスケジュール（輩者

注：”opA90”に規定するシングルハルタンカーフェーズアウトスケ

ジュールの意）に沿った計画（トン数に応じ、期限を2005年、2010年

または2015年とする）でシングルハルタンカーの禁止を迅速化する

ための欧州委員会提案に対し基本的に合意する。国際的海上輸送

の形態を考慮し、多数の国を旗国とする船舶が海洋環境及び沿岸

住民に対しリスクをもたらす可能性があるため、運輸閣僚理事会

は、できるだけ＿多くの国々が参画するIMOの幅広い枠組みによる改

善策の確立を支持するものである。このため、閣僚理事会は、2000

年10月に共通アプローチを定め、IMOでの欧州連合加盟国による一

定の基準を示した、欧州連合加盟国による貢献により、IMOでは

2001年4月、第46回海洋環境保護委員会で2つの決議を採択した。

これはMARfOL73／78条約の関連規定を改正するものである。欧州

連合の共通アプローチの主要要素は国際規定に導入されている。

これは船舶の引き渡し目に関連し欧州議会による提案に追加され

たものである。運輸閣僚理事会は、IMOで採択された合意をこの共
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（－）
－欧州連合における対外的政策一

通の立場の採択によって共同体法令に導入する。」（The Council

agreed onthe generalprinciple ofthe Commission proposal，Which

aimed to speed up the bannlng Ofsingle－lmll ca汀iersfollowlng a

timetableclosetothatadoptedbytheUnitedStatesofAmerica：by2005，

20100r2015，dependingonthetonnage．Giventheintemationalnature

Pfsea蛾theCouncildecidedtohvouranapproachinthebroader

辿lユ止＿正座1－1kmとIli川WJ・1aritimeO陀封1isa！適地虚』鹿＿垣

i叫ose
VeSSels

PODulations．Forthat reason，in October2000it de負ned a common

approachtobedefbndedbyEUMemberStatesintheIMO．Followlng

negotiationsin which the contribution of EU Member States was

Slgnincant，tWOResolutions were adoptedin theIMOin Apri12001，

aimedatamendingtherelevantprovisionsoftheMarpoIConvention・It

Should be noted that the essentialcomponents ofthe EU，s common

approach，tO Which was added anideaintroduced by the European

Parliamentregardingtheanniversaryofthedateofdeliveryofthevessel，

areincludedintheintemationaltexts・TheCouncilthentranSpOSedthe

a呵I by
adoptionofitsCommonPosition．）

「III．欧州議会による修正提案」（AMENDMENTS PROPOSED

BYTHEEUROPEANPARuAMENT）

「欧州議会は、2000年11月の第一読会においてRappoteurである

Mr・Hatzidaskisの報告を採用した。ここでは、J逢上輸送産業の国際

性、及び、船舶が公海という高大な海域を航行することを考慮し、

海上安全を改善する措置については、可能な限り、国際レベルで

採択・実行することを求める」との前提に立ち、＿＿＿「国際＿レベルで解

決策を模索するべきである」としている。欧州議会第一読会の結

果はこの見解を反映し、運輸閣僚理事会の共通アプローチの主要

要素とともに、その時点で進行中であったIMOにおける協議を取り
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込んでいる。閣僚理事会としても、欧州議会の方針を支持する。

欧州議会第一読会の意見と運輸閣僚理事会の共通の立場の間の相

違点は、IMOの審議状況及びその結果によるものである。一例を挙

げれば、欧州連合加盟国は2010年及び2b15年以降、加盟国の管轄

権の下にある港湾及び沖合施設へのシングルハルタンカーの入城

を拒否すること・が認められる規定を追加したことである。」

（Parliament，in adoptingits nrst－reading opinionin November2000，

followedtherapporteur，MrHatzidakis，Whoexpressedtheviewthat，

紳h
improve坤possibleat

intemationallevel，and therefore stressedthat‘a solution should be

SOu油tatinternationallevel’．Parliament’S貞rst－readingopln10nreneCtS

this concem andin great part renects the partial outcome of the

negotiations，thenstillinprogress，intheIMO，aSWellastheessential

COmPOnentSOftheCouncil’scommonapproach・TheCouncilhaskeptto

thesameviewastheEuropeanParliament，andthedifftrencesbetween

Parliament’S重rst－reading opln10nandtheCouncil’s CommonPosition

are due to the continuation and completion ofthe negotiationsinthe

IMO．For examPle，thatis whY a PrOVision has been added to the

Common Position on the refusal of EU Member States to allow

Sin2．1e－hull vesselsinto their ports and terminalsin seas under their

iurisdictionsa氏er2010and2015．）

〔以下、次号に撞く〕
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欧州における海上安全及び海洋環境保護政策（一）
一欧州連合における対外的政策－

1）ADS」nsight社については次のウェブサイトを参照。

Availableat

http‥／／www．ads－insight．com／index．jsp（5November2007）．

2）Mr・KetilDJONNE，2007，“AnhtroductiontotheEuropeanCommission’sProposalfbra

ThirdMaritime SafttyPackage”，“The2nd oxford－KobeIntemationalMaritime Seminar

SEMINAR，PROGRAMMEPAPERS，ABSTRACTS”，68－75．

3）この説明は、口頭でなされたものであり、前掲2）のABSTRACTSにはこれに該当

する記述はない。
4）CouncilResolutionof8June19930naCOmmOnPOlicyonsaftseas，OfncialJoumalC271，

70ctober1993，1－3．

Availableat

http‥／／eur－lex・eurOpa・eunJeXUriServ几exUriServ・do？uri＝CELEX：31993YlOO7（01）：EN：HTML

（5November2007）．

5）BRAER号事故の概要は次の通り（国土交通省ホームページから引用）。
Availableat

http＝／／www・mlit・gO・ip／kaiji／seasafも／safttYll：html（11November2007）．

リベリア籍の大型タンカー・ブレア号（89，730dwt）が、1993年1月に英国北部シ

ェットランド諸島で座礁し、ノルウェー産の軽質原油約84，000トンを流出した。ブレ

ア号はカナダ（ケベック）に向けて航行中であったが、空気管が損傷し、燃料に海水

が混入したことにより、機関が停止した。その後、救助活動が行われたが、荒天に災
いされ、座礁に至った。事故後、燃料管の二重化、タンカーへの非常用曳航装置の

義務付け等の再発防止策が国際海事機関（IMO）で検討され、1994年に海上人命安全条

約（SOLAS）が改正された。

6）欧州連合加盟国の状況は次の通り。

（1）2004．年4月まで二15カ国
ベルギー、オランダ、ルクセンブルグ、ドイツ、フランス、イタリア、イギリス、ア

イルランド、デンマーク、ギリシャ、スペイン、ポルトガル、オーストリア、フィン

ランド、スウェーデン

（2）2004年5月から：25カ国

10カ国加盟（ポーランド、ハンガリー、チェコ、スログァキア、スロヴェニア、エス

トニア、ラトヴィア、リトアニア、キプロス（南キプロスのみ）、マルタ）

（3）2007年1月から二27カ国

2カ国加盟（ブルガリア、ルーマニア）

7）前掲4）参照。

8）GREENPAPER，TowardsafutureMaritimePolicyfortheUnion：AEuropeanVisionfbr

theoceanSandseas，HHowinapproprlatetOCallthisplanetEarthwhenitisqulteClearly

Ocean”attributedtoA点h∬C．Clarke

Availableat

http：〟ec・eurOPa・eu／maritimea肋irs／pd批om＿坤（110ctober2007）．

9）COMMUNICATIONFROMTHECOMMISSION，AnhtegratedMaritimePolicyforthe

EuropeanUnion，Brussels，100ctober2007，COM（2007）575provisionalversion．

Availableat

http：〟ec・eurOPa・euhnaritimeaffairs／pduENJMPO（11

0ctober2007）．

10）SEC（2002）381，（9Apri12002）

Availableat

http：／／eur－lex・eurOpa・etJLexUriServrIJeXUriServ・do？uri＝CELEX：52002SCO381（02）：EN：NOT

（110ctober2007）．

11）COMMISSION STAFF WORKrNG DOCUMENT．Accompanying document tothe
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COMMUNICATIONFROMTHECOMMISSION，AnIntegratedMaritimePolicyforthe

Eur？PeanUnion，ActionPlan，Brussels，100ctober2007，SEC（2007）1728provisional

VerSlOn．

Availableat

h坤lan＿dra氏．p舶（110ctober2007）．
12）MARITIMETRANSPORTPOLICY，1．

Availableat

h仕p：〃ec・eurOpa・euhranSpO〟maritime／doc／maritime

meTranST）OrtPolicY’（150ctober2007）．

13）前掲12），8．

14）実際に、欧州委員会は2005年11月23日、MARE報告書の内容を踏まえ、海上

安全パッケージⅢを提案した。
15）Reportonimprovingsafttyatsea（2003／2235（rNI）），TbmporaryCommitteeonimproving

Safttyatsea，FINAL，A5－0257／2004，7Apri12004，10．

Availableat

htl：／′′wwWeurO arl．euro u，e山sides／TetDoc．do？ubRe仁一／／EP／／NONSGML＋REPORT＋A5－2

004－0257＋0＋DOC＋PDF＋VO／佗N（150ctober2007）、

16）赤塚宏一，2000，「エリカ号事故と欧州」『海運』日本海運集会所，2000年6月号，8．

17）前掲16）10．

18）COMMUNICATIONFROMTHECOMMISSlONTOTHEEUROPEANPARLIAMENT

ANDTHECOUNCILONTHESAFETYOFTHESEABORNEOILTANKER，BruSSels，

21・2・2000，COM（2000）142茄nal．

Availableat

加p‥〟eur－lex・eurOpa・e坤coI〟2000／com2000＿0142enOl．pdr（150ctober

2007）．

19）欧州連合の意思決定手続の一つで、閣僚理事会と欧州議会が同等の権限を有する

もので、最終決定までに、閣僚理事会及び欧州議会でそれぞれ第二読会まで行われる。

第二読会後に閣僚理事会が提案する「共通の立場」（CommonPosition、修正案）に欧州

議会が合意できない場合、「合同調停委員会」が設置され、共同案を検討することに
なるが、共同案作成に至らない場合等には、法案は廃案となる。この共同決定手続に
ついては、ADS－Insight社作成の次のチャートを参照。

Availableat

http：／／www・ads－insidlt．COm／tooIs．isD（11November2007）．

20）前掲18）4－5．

21）ExxonV扇dez号事故の概要は次の通り（国土交通省ホームページから引用）。

Availableat

hQ‥〟wv瑚tY‖∵html（170ctober2007）．

1989年3月　24　日未明、米国エクソン社のVLCCエクソンパルディス号

（214，861dwt，船齢3年）がアラスカのプリンス・ウイリアム湾で座礁した。本船は、

アラスカ原油約20万トンを満載し、アラスカ州パルディス石油基地からロサンゼル

スに向け航行中であった。座礁により、11の貨物油タンクのうち8タンクが、また、

5のバラストタンクのうち3タンクが損傷し、事故発生後、数時間の内に船底破口部

から原油約4万トンが流出した。この油流出により2，400kmにわたる海岸線が汚染

され、米国沿岸での過去最大規模と言われる甚大な海洋汚染を引き起こした。この事

故を契機として、国際海事機関（IMO）において、事故の再発防止対策が検討され、大

規模な油流出事故への国際協力の枠組みを定めたOPRC条約が1990年に締結され、

さらに、1992年には海洋汚染防止条約（MARPOL）が改正され、タンカーに二重船殻

構造が強制化された。
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22）苅野　照，1992，「タンカーの構造規制問題の決着に思う」『船協月報』日本船主

協会，1992年4月号，3．

23）OPA90とMEPC32（1992．3）採択のMARPOL条約付属書13F及び13G規則の比較に

ついては、以下の資料などを参照。

1990，「内外情報米国の油濁防止法の成立」『船協月報』日本船主協会，1990年9月

号，42－43．

山名俊茂，1992，「タンカーの構造規則改正とその影響　MO第32回MEPC会議報告」

『海運』日本海運集会所，1992年5月号，45－55．

24）前掲18）26．

25）TheEuropeanParliamentOpinionoflStReadinqonProposalforaEurop？anparliament

and Councilregulation on the accelerated phasing－1n Ofdouble hullor equlValent design

Standardsforslnglehullta止ers．

Availableat

http：〟eur－lex・eurOpa．e岬／2001／C＿228／C＿22820010813enO1400149・pdf

（240ctOober2007）

26）AmendedproposalforaREGULATIONOFTHEEUROPEANPARLIAMENTANDOF

THE COUNCIL on the accelerated phasing－ln Of double hull or equlValent design

requirementsfbrsinglehulloiltankers，BruSSels，12．12，2000，COM（2000）848final，2．

Availableat

httD‥／／eur－lex．europa．eu几exUriServ／site／erJcomnOOOkom2000H9848enOtR（240ctober

元07）．

27）前掲25），143，Amendment12記述修正と思われる。

28）第2324回運輸閣僚理事会審議結果広報資料。

Availableat

辿吐逆europa．euJrapid／DreSSReleasesAction．do？reftrence＝PRES／00／470＆format＝HTML＆age

d＝0＆lanEuaRe＝EN＆EuiLanEuage＝en（260ctober2007）

29）Com誓OnPosition（EC）No35／2001（8August200］），OfhcialJournaloftheEuropean

CommunltleS，OJC／2001／307／41．

Availableat

http：〟eur－lex・eurOpa・e

（260ctober2007）．

3n）MO第46回海洋環境保護委員会の審議結果については、2001，「シッビングフラ

ッシュ　シングルハルタンカーの使用期限は原則として2015年」『せんきょう』日本

船主協会，2001年5月号，2－5．

31）欧州連合は、IMO第46回海洋環境保護委員会でMARPOL73／78条約改正案の採

択に当たり、当時の議長国であったスウェーデンが欧州連合加盟国を代表し、「欧州

連合加盟国は、妥協案を受け入れる」、「緩和措置に係るタンカーについては、2015

年以降、欧州連合加盟国の港、沖合施設への入城を拒否する」旨発言している（IMO

第46回海洋環境保護委員会報告書，MEPC46／23，21－22参照）。
Availableat

http

n＝％2FEnglish－Ddf％2Fmepc％2F46％2F23．Ddf（11November2007）．

－162－


